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左京区の概況

• 京都市の東北部に位置し、南北に長い約247㎢に及ぶ
区域には、北部の山間地域から南部の市街地まで多く
の個性豊かな地域があり、令和７年７月時点で8万８千
世帯、16万４千人の区民が暮らしている。

• 区内には、京都市美術館、ロームシアター京都、みやこ
めっせ、京都コンサートホールなどの文化施設や、世界
遺産の下鴨神社、銀閣寺をはじめとする有名な寺社仏
閣、史跡等も数多くある。

• 区内には6大学があり、全市の中でも20歳から24歳の人
口割合が多いことから（令和６年10月推計）、「大学のま
ち左京」と言われる。特に南部は学生が多い。

• 外国人住民基本台帳人口は9196人（令和７年7月1日現
在）で、全市のなかで2番目に多く、様々な国の出身者が
居住している。（京都市統計ポータル）
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左京区の主な統計データ



左京区の人口・世帯数の推移
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左京区の男女別年齢区分 人口ピラミッド
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左京区の高齢化率
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左京区単身高齢者数

京都市の高齢者人口ー令和５年「敬老の日」にちなんでー

左京区は全区中、８位の高齢化率
左京区人口は、Ｈ２６年頃より減少に転じているが、
高齢者人口は増加し続けている。
（参考）
高齢化率 一位：山科区 ３２．０％
高齢化率最下位：下京区 ２２．２％

京都市の高齢化を取り巻く状況

２０２５年には、高齢者人口が４２万人、高齢化率が
２９％となる見込み。また、要支援・要介護認定者数
が１０万人を超える見込み。
また、市民の５人に1人は後期高齢者となる見込み。

２０４０年には、１．６人の現役世代で１人の高齢者
を支える社会となる見込み。

近年は150～200世帯
づつ増加している



左京区要介護認定率の推移（平成２６年度～令和６年度）
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左京区主要死因（令和４年）

8
京都市衛生統計年報令和５年版

1悪性新生物

25.4

２心疾患 16.4

３老衰 12.7４脳血管疾患

6.8
５肺炎 4.2

６アルツハイ

マー病 2.4

７血管性及び

詳細不明の認

知症 1.6

８腎不全 1.5

９糖尿病 1.3

９大動脈瘤及

び解離 1.3

１０その他

26.6
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平均寿命：令和２年市区町村別平均寿命資料参照

平均寿命と健康寿命の比較（全国・京都府・京都市・左京区）

健康寿命：第４回 健康日本21（第三次）推進専門委員会資料（令和６年12月24日）

平均寿命ａ
（令和２年）

健康寿命ｂ
（令和４年）

差（ａ－ｂ）

全国

男性 ８１．５歳 ７２．５７歳 ８．９３年

女性 ８７．６歳 ７５．４５歳 １２．１５年

京都府

男性 ８２．２歳
７２．１４歳

（33位/47都道府県）
１０．０６年

女性 ８８．３歳
７５．７８歳

（17位/47都道府県）
１２．５２年

京都市

男性 ８２．１歳 ７３．０１歳
（※Ｒ２）

９．０９年

女性 ８８．２歳 ７２．９０歳
（※Ｒ２）

１５．３年

左京区

男性
８３．０歳

（46位/1887市町村）
ー ９．９９年

女性
８８．７歳

（18位/1887市町村）
ー １５．８年



健康長寿推進課

主にがん検診・健康づくり・感染症より



がん検診関連

【区役所実施のがん検診】

◆肺がん検診（対象者４０歳以上） 受診機会：１年に１回 【通年実施】

第１・２水曜日の午前、第３水曜日の午後

◆大腸がん検診（対象者４０歳以上） 受診機会：１年に１回 【通年実施】

水・金曜の９時～１１時受付

◆巡回乳がん検診（対象年齢４０歳以上） 受診機会：２年に１回

６～７月頃 計９回実施

◆巡回胃がん検診（バリウム検査 対象年齢５０歳以上） 受診機会：２年に１回

１１月頃 計３回＋鞍馬自治会館・明徳小・岩倉南小・岩倉北小で実施

【指定医療機関でのがん検診】

◆胃がん（胃カメラ）・大腸がん・乳がん・子宮頸がん・前立腺がん検診 【通年実施】
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主な健康課題と対策

１ 左京区の各種がん検診受診率は、ほぼ京都市並み。新型コロナ感染症発生後、低下していた受診

者数は徐々に回復しつつあるが、「肺がん」「乳がん」については伸び悩んでいる。

→全市での受診勧奨の取組（無料受診券、個別案内、ＳＮＳ発信等）のほか、左京区内医療機関へ

の肺がん検診周知チラシの配布、イベント等での周知等、区独自での啓発も引き続き推進していく。

２ 超高齢化、単身高齢者の増加、要介護者の増加等、高齢者を取り巻く課題。

→介護予防、フレイル対策等、一人一人が健康寿命の延伸に取り組める環境づくり

３ 健康に関心が薄い層や、大学生等の若者、働き世代や子育て世代へのアプローチの難しさ。

→休日イベント、大学との協同イベント、他課・他機関企画への相乗り連携取組等、実施方法の工夫



令和７年度

健康づくり事業（主に健康
長寿推進担当実施事業）
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令和７年度 左京・健康なまちづくりプロジェクトをはじめとする健康づくり事業

Sa!Kyo! さあ!今日から健康づくり ～アクションプラン～

・出前教室
・歯のひろば
・左京区民ふれあいまつり
・さきょう らいふ the わんだーらんど
・ミュージックフェスタ
・子育て家庭向け講演会
・ダウン症児親の会ハイハイ☆交流会

・６５歳からの栄養改善教室
・左京健康講座 ２０２５
・お口とからだのフレイル予防教室
・さくらちゃん体操ひろば

・受けよう！がん検診
～あんしん＆早期発見～

・食育セミナー
（バランスのよい食事、

野菜摂取、減塩）

・短時間禁煙支援

・大学生対象の
健康づくり

全世代対象

４０歳～

２０歳～

１８歳～



専門職による出前教室（１）

京都市共通事業

保健師・保育士
歯科衛生士
管理栄養士

地域で活動する団体やグループなどからの依頼
に応じ、地域に出向いて、健康に関する情報提供
と、区民参加による健康づくりを推進する。

内 容 予定(R7.6現在)

親子で楽しむ健康教室

・乳幼児期の歯とお口の健康
・離乳食の進め方、幼児期の食事など
・夏・冬の過ごし方、いやいや期の対応
・トイレットトレーニング、個別相談など

【歯科】
５月２３日 高野児童館
９月2９日 白川児童館
10月6日 錦林児童館
【栄養】
6月 2日 下鴨つどいのひろば
6月16日 錦林児童館
6月27日 高野児童館
【子育て】
依頼に応じ、随時開催

思春期教育

主に中学生に向けて、妊娠、出産、子育て、
生命尊重、自他を大切にする交際、性感染症
を含む、性に関する正しい知識を伝える。

(R8)２月 修学院中学校



内 容 予定(R7.6現在)

北部山間地域への出前教室

左京区北部地域住民の健康づくりへの
アプローチ。左京区地域介護予防推進セン
ターと協働する場合がある。

＜花脊地域に向けて＞

【栄養】
8月1日 ミライタッチ(電子黒板)を用い、

区役所と出張所をつないで、
オンライン栄養教室を実施

【歯科】
時期未定 歯科相談事業

感染症予防教室

感染症についての正しい知識を提供し、
蔓延防止のため普及啓発を図る。

依頼に応じて開催

（R6年度は4団体に実施）

専門職による出前教室（２）

京都市共通事業



歯のひろば

京都市共通事業

共催 京都府・左京歯科医師会
左京薬剤師会
京都府歯科衛生士会左京支部
左京区役所保健福祉センター

協力 左京医師会
左京区在宅・介護連携支援ｾﾝﾀｰ

幅広い年齢層を対象に、歯と
お口の健康に関する知識の普
及啓発を行う。また、この機会
に健康づくりの啓発も行う。

内容 （12月7日（日） 左京区役所で開催予定） ※詳細は未定

お口の健康
相談ブース

・歯科医師、歯科衛生士による相談、保健指導

・フッ化物塗布 その他

測定コーナー 血管年齢、べジチェック、子どもの身体測定など

ステージ
歯とお口に関する講話、

ミニコンサートなど

その他
薬剤師体験、

医療相談コーナーなど



左京区民ふれあいまつり

共催 左京区役所

主催 左京区民ふれあい事業
実行委員会

左京区の魅力を再発見し、多世代交
流を深めてもらう「左京区民ふれあい
まつり」で、健康ブースを出展し、健康
づくりの普及啓発を行う。

保健福祉センターブースの内容（案）
（11月30日（日） 左京区役所で開催予定）

健康づくり
ブース・ステージ

･ 歯科相談（歯科医師、歯科衛生士）
・ 胸部・肺がん検診（胸部レントゲン検査)
・ がん検診の普及・啓発
・ さくらちゃん体操

子育て支援ブース ・ 子どもの身体測定コーナー

精神保健ブース
・ ストレスチェック
・ 精神保健福祉 啓発

食育指導員ブース ・ ポリ袋クッキング

R7メインテーマ
「防災減災」



さきょうらいふ the わんだーらんど

共催 左京区地域介護予防推進センター
京都市左京歯科医師会
左京区在宅医療・介護連携支援センター
左京区役所

主催 左京薬剤師会 多職種に渡る関係機関が
連携し、あらゆる年代層
が興味をもてるようなイ
ベントにより、左京区民全
体の健康増進を図る取り
組み。

内容 （１月18日（日）※予定 10時～ 左京区役所で開催）

各種測定コーナー 血管年齢、骨密度、体組成、その他調整中

健康や福祉の
個別相談ブース

歯科医師、歯科衛生士、栄養士、薬剤師、その他専門職

ステージ 公園体操、さくらちゃん体操、その他調整中

その他イベント 薬剤師体験、その他調整中



65歳からの栄養改善教室

京都市共通事業

協働 健康長寿推進課
左京区地域介護予防推進センター

左京区では65歳以上の低栄養
傾向（BMI20以下）があり、男性
では70代、女性では全ての年
代で京都市・全国平均を上回っ
ている。低栄養とフレイル予防
を目的に、栄養改善と運動習慣
の定着を図る。

調理実習「楽々かんたんクッキング」・管理栄養士の講話

第１回
（５月16日） 各定員15名

（介護予防推進センター利用者）第２回
（５月29日）

第３回
（１月29日）

詳細未定 (左京ボイスで広報予定）

第1・2回は、介護予防推進センターの利用
者で運動習慣のある高齢者を対象とする。本
教室で栄養指導を受け、運動と栄養の両面か
らフレイル予防に取り組めるよう支援し、1か
月後にアンケートにより実践できているかを
評価する。



左京健康講座2025

独自事業・毎年開催

主催 左京医師会
左京区役所

京都市では、2025年には高齢者の5人に1人、2040
年には4人に1人が認知症になると推計されている（第9

期京都市民長寿すこやかプランより)。認知症を自分ごととして
捉え、早期発見や支援について学び、いつまでも住み慣
れた地域で自分らしく暮らせるよう、今後の備えととも
に認知症についての理解を図る。

11月６日（木） 京都工芸繊維大学記念ホールで開催予定

講
演

第1部：「認知症と向き合う
～あなたが、家族が認知症になったら～」

講師：松本一生 先生
医療法人圓生会
松本診療所(ものわすれクリニック)院長・理事長

150
名
程度

第2部： 「左京区における認知症の取組みについて」
さきょう認知症にやさしい地域づくり部会より



お口とからだのフレイル予防教室

独自事業５年目

協働 京都市左京歯科医師会
左京区地域介護予防推進センター
左京老人福祉センター
健康長寿推進課

フレイル（体）とオーラルフレイ
ル（お口）の対策を一体的に行
い、正しい知識の習得と実践
の定着を図り健康寿命の延伸
を目指す。

お口の健康増進体操 左京老人福祉センターで開催

実施日 内容（開催回により変更あり）

第１回
（7月２５日）

第２回
（11月28日）

第３回
（3月27日）

・ 歯科医師による講話
・ 管理栄養士の講話
・ お口の体操
・ 体の体操
・ お口の機能チェック・測定等
・ 体の機能チェック・測定等



左京さくらちゃん体操ひろば

独自事業11年目

主催 にっこり元気左ポーターズ(16名)
（左京区健康づくりサポーター)

区民へ運動機会を提供し、ロコ
モティブシンドロームやフレイル
予防、お口の健康づくりの提案
をすることで、一人一人が主体
となって健康づくりに取り組む
ことのできる地域の実現を目指
す。

毎週水曜日 午後２時～ 左京区役所健康教育室

参
加
者
数
を
増
や
し
、

定
着
化
を
図
る
た
め
の
工
夫

・ ポイントカードの発行
参加者に配付し、1回ごとにポイントを付与。
景品贈呈や表彰を行う。

・ 周知活動
健康づくりイベントでさくらちゃん体操を実演し、
体操の良さを知ってもらう。
正面玄関にパネル、ロビーテーブルにポップを設置し、
来庁者にアピール。

・ 体操ひろばの充実
参加者が楽しく満足し、継続参加への意欲を高めるた
めの工夫。サポーターのスキルとモチベーションのアップ。



受けよう！がん検診 ～あんしん&早期発見～

協力 特定・後期高齢者健診
左京区指定医療機関

がん検診の受診率は、コロナ以前の値
に回復傾向であるが、左京区では市の
平均に比べて肺がん・子宮頸がん・乳
がん検診が低くなっており、継続して
重点的に受診啓発活動を行う。

独自事業4年目

がん検診受診率を上げるための取組み

肺
が
ん

周知ちらしの配架依頼
京都市特定・後期高齢者健診の区内指定医療機関８８か所に送付

区役所内に受診勧奨ポスターを掲示

区役所正面玄関に看板を常設

乳･

子
宮
頸

が
ん

予防啓発ちらしの配付
乳幼児健診時に保護者へ配付
（約1,000部／年 )

共
通

左京ボイス(市民しんぶん左京区版)掲載（予定）
胸部(肺がん・結核)検診 （年８回）
乳がん・胃がん巡回検診 （各年１回）
胃がんリスク層別化検診 （年１回）
大腸がん検診 （年３回）



食育セミナー

協力 食育指導員 一人一人が、多様な「食」情
報から適切に判断・選択する
力を身につけ、自ら望ましい
食生活を実践できることを
目的とする。

京都市共通事業

テーマ 開催日 内容 対象

そうだ、
野菜とろう！
(京都市共通テーマ）

６月20日
7月 1日

調理実習「夏野菜たっぷり
クッキング」、講話

左京区民 各21名

今日からできる！
おいしい減塩(仮)

(京都市共通テーマ）

９月１９日
9月30日

調理実習「彩り野菜の
減塩クッキング」、講話

左京区民 各21名

骨粗しょう症
予防教室(仮)

２月20日
調理実習「Caたっぷりバ
ランス献立」

左京区民 21名程度



短時間禁煙支援

喫煙習慣は喫煙者本人と受動喫煙者のがんをはじ

めとする生活習慣病のリスクを高めることが分かってい

る。

一層の喫煙率の低下を目指し、禁煙につながる保健

指導を実施する。

京都市共通事業

検診会場 対象 実施予定日

肺がん検診（常設）

肺がん検診受診者
のうち、禁煙支援を
希望する喫煙者

月３回

乳がん検診 併設 肺がん検診
６～７月
（９日程）

胃がん検診 併設 肺がん検診
11月～12月
（3日程）

特定･後期高齢者集団健診
併設 肺がん検診

肺がん検診受診者
のうち、喫煙者全員

５月～11月
（区役所会場のみ・６日程）



大学生対象の健康づくり

若いうちから自身の健康に関

心を持ち、継続して健康づく

りに取り組むことの必要性を

認識してもらうため、学園祭

等にブースを出展し、健康づ

くりの普及啓発を行う。

独自事業

協
働

健康長寿推進課
障害保健福祉課

学園祭会場 実施日 内容 （未定）

京都芸術大学

健康長寿推進課
障害保健福祉課

11月1日
（土）

・歯科医による歯科相談等

・血管年齢測定、べジチェック

・梅毒ほか性感染症予防

・アルコール体質パッチテスト

・ストレスチェック（障害保健福祉課）

など



障害保健福祉課の業務
精神保健福祉・難病支援



精神保健福祉

◆精神障害者保健福祉手帳の交付

◆自立支援医療（精神通院）の申請受付

◆精神保健福祉相談

第１～４週の月曜日13:30～15:00受付 精神科医と精神保健福祉相談員による面接

◆地域生活安定化支援事業

精神障害のある方の社会復帰、自立を進めるため、月１回程度デイケアを実施。

◆家族懇談会

◆こころのふれあいネットワーク事業

難病患者支援

◆特定医療費助成

指定難病（348疾病）で一定の認定基準を満たしている方に対して、その治療に掛かる医療

費の一部助成を行う。

◆難病対策事業

在宅療養支援計画策定・重症難病一時入院事業・生活機器貸出事業等

障害者総合支援法における精神障害者・難病患者に対する福祉サービスの支給決定

33



左京区における
健康課題
（障害保健福祉）

・ 日本で初めて精神科医療が発祥したとされる病院や、歴史的

に精神科療養の地となった地域（洛北）があり、古くから精神科

医療が発展していた。

区内に精神科の通院や入院できる病院は6箇所と市内で一番

多く、また日中の活動を支援する医療・福祉関係事業所も多く、

心の病のある人に関係する社会資源が豊かである。

・ 自立支援医療（精神通院）利用者、精神障害者保健福祉手帳

所持者は増加傾向（グラフ参照）で、精神保健福祉手帳の等級

の１級所持者の割合が全区役所・支所中1位である。

・ 障害福祉サービスの利用者は増加しており（グラフ参照）、豊

かな支援環境の中で、必要な制度やサービスにつながる個別支

援のための連携に取り組めていると思われる。

■ 北部障害者地域生活自立支援協議会や左京こころのふれあ

いネットワーク活動など、保健協議会連合会・民生児童委員会

等の地域役員や関係機関との連携に重きを置き、イベント・研

修会の開催等において、普及啓発や顔の見える関係づくりを目

指し、切れ目のない支援につなげていく。
34



2,203 2,317 2,427 2,518
2,742 2,808

令和元年 2 3 4 5 6

精神保健福祉手帳所持者数の

経年推移

4180
4389 4533
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3887
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4年度 5年度 6年度

障害福祉サービスと

自立支援医療（精神通院）

障害福祉サービス（3障害）支給決定数の推移（件）

自立支援医療（精神通院）（人）
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難病患者支援
➢指定難病で認定基準を満たす場合、特定医療費支給認定制度を利用することができる。指定難病
は希少で難治性進行性であり、本人家族の不安や負担が大きいものが多い。そこで、新規申請時
に神経・筋疾患（パーキンソン病、脊髄小脳変性症、ＡＬＳなど）の場合には保健師が面接し今
後のフォローを行っている。
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左京こころのふれあい
ネットワーク

➢「こころの病がある人も、そうでない人も、
住み慣れた地域で安心して自分らしく暮
らしたい」そのような思いを理念として、
医療機関や福祉サービス事業所、ボラ
ンティアグループ、家族会、行政、教育、
公的機関など幅広い団体により構成さ
れたネットワークです。セミナー、ビジュ
アルマップ、心ときめき芸術祭、卓球大
会等に取り組んでいます。

➢令和4年度から、区役所から飛び出して、
洛北阪急スクエアで開催。令和７年度も
引き続き、洛北阪急スクエアで開催しま
す。

37
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子どもはぐくみ室の業務
母子保健



◆母子健康手帳の交付

◆こんにちはプレママ事業

初妊婦や、双胎など継続した支援が必要な妊婦に

対する家庭訪問

◆新生児等訪問指導（こんにちは赤ちゃん事業）

◆乳幼児健康診査

（４か月児、８か月児、１歳６か月児、３歳７か月児）

◆子育てに関する相談対応（家庭訪問・面接・電話）

◆親子の健康づくり講座

プレママ・パパ教室、ダウン症児の親の会（ハイハイ☆）

児童館や子育てサロンなど地域への出張型講座

◆親子すこやか教室（集団活動を通した学びや体験の場の提供）

◆子育て支援短期利用事業などの育児支援施策の調整
etc...
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地域づくりと関係機関連携

全ての子どもと子育て家庭を
対象とした支援

課題や困難を抱える
子どもと子育て家庭を
対象とした支援

情報発信、地域の関係機関との
顔の見える関係づくり など

母子健康手帳交付を始点として、
こんにちは赤ちゃん事業、乳幼児健診
などを通した全ての家庭への支援

抱えている課題や困難に対応した
個別具体的な支援



左京区における健康課題（母子保健）

【全体像】

○出生数は減少

令和元年度：９４２件→ 令和５年度：６４６件

○合計特殊出生率は漸減傾向

令和５年：京都市１．０８、左京区１．０７

○外国籍の子育て家庭が多い。

  （令和６年度母子健康手帳交付数のうち、外国語版の割合）

京都市３．０％、左京区７．４％



左京区における健康課題（母子保健）

○家族規模の縮小化 ○昼間留守家庭児童数の増加

⇒ 家族規模の縮小が進む中、共働き家庭の増加等により昼間留守家庭

児童数が増加しており、子どもが安心して過ごせる場所のニーズが増大



○ようこそお母さん・お父さん～左京の子育て応援します～

〈取組内容〉

➢各学区民生児童委員協議会と連携し、気軽に育児等の相談ができる体制を構築するとともに、

子育てに役立つ情報を家庭訪問で提供。区内全ての学区で実施している。

➢訪問希望申請数：１４４件（令和６年度）

➢事業に係る補助金を申請された学区の民生児童委員協議会に交付

補助金の交付実績：２０学区（全２６学区中）

〈取組の効果〉

➢民生児童委員が保護者と対面し、育児に関する悩みなどを聞くことで、

保護者と民生児童委員の間の相談体制を確保してきた。家庭訪問を

行うため、外出しにくい子育て家庭にとっても相談する契機となったと

思われる。

➢各学区民生児童委員協議会などで運営される子育てサロンは、

子育て家庭同士の交流の場ともなっている。民生児童委員協議会の

取組が、子育て家庭の孤立防止に繋がっている。

取組事業



〈取組内容〉

妊婦、２歳未満の子及びその保護者が、楽器の生演奏を鑑賞しながら、穏やかな

雰囲気の中で専門職等に子育て相談をできる機会として開催。

併せて、民生児童委員の活動等の紹介を行うことにより、参加者が子育て支援者につながる契機とした。

〈実績〉

実施日時：令和７年１０月７日（火）９：４５～１２：１５（第一部：９：４５～、第二部：１１：００～）

参加者数：申込４２組、参加４２組（申込なしの当日参加者あり）

〈内容〉

アンサンブル・セリオーソによる楽器演奏、左京図書館による読み聞かせ

各種相談コーナー（育児、歯科、栄養、保育園情報）、乳幼児の身体測定、大人の骨密度測定

民生児童委員による情報発信

〈取組の効果〉

・どの参加者からも演奏と読み聞かせが好評であり、イベント自体の満足度が高かった。

・演奏・読み聞かせ、相談、測定のうち３か所を回った方に対して景品をお渡しするスタンプラリー形式とした所、昨年度に比
べて相談、測定を実施する参加者が増えた。

・民生児童委員による情報発信を行うことで、地域の身近な子育て支援者とつながるきっかけづくりとなった。

取組事業



取組事業

地域団体と協働した子育て家庭向け講演会

１８歳までの子どもと子育て家庭が抱える様々な課題を

テーマに、一般社団法人左京医師会と協働して講演会等を開催。

＜実績＞
実施日時：令和６年１２月７日（土）１４：００～１５：３０
参加者数：４７名（大人のみ）
テーマ：イライラしない子育て講座
講 師：ママキラ☆プロジェクト 代表 上川里枝 氏

＜取組の効果等＞
・アンケートから、「自分のイライラのコントロールだけでなく、具体的な声掛け等のコツを
知り、実践したいと思う」など、好評であった。
・子育ての場面で取り入れていただきやすい内容をテーマに据え、正しい知識を普及啓発する
ことで、子どもや保護者が可能な範囲で課題に自ら対応できるようになる。
・今年度は２月７日（土）に開催予定。
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